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★　高槻の教会

　「（1573年）高山ダリオ（飛騨の守）は、領内で教会を建てるのにもっともふさわしく格好の場所を求めた。　　そこは当初、仏像たちの一寺（あるいは神社）が建っていた所（現在

の野見神社の敷地）であった。　　彼はそこに三百クルザード以上を費やして木造の大教会を

建てた。・・・（フロイス『日本史』）

★　キリシタン墓地の造成

　「ダリオ（飛騨の守）は埋葬のため、城外に一大墓地を設け、さっそく死者たちの頭上に、

それぞれ木製の十字架を置かせ、さらにその同じ墓地に、一基の大きくかつ事情に美しい

十字架を立てさせた。（フロイス『日本史』）

★　高山父子貧者の葬式を執行

　「日本には、・・・貧しい兵士や見捨てられた人々が亡くなると、聖と称せられるある種の

人たちが彼らを運んで行って火葬にする習慣がある。　　聖たちは、非常に賤しい階層の者と

見做され、通常寄る辺ない人たちである。　　キリシタン宗門が高槻で繁栄し始めたときのこ

と、その地で二人の貧民が死亡した。　　ダリオ（飛騨守）は早速、我ら（ヨーロッパ）のミ　

ゼリコルジアで作るような一台の棺を製作させ、真ん中に白い十字架を付した黒緞子の棺布

で掩い、貴賎男女のキリシタン全員を招集し、　死者たちを葬るため、　一同自宅から蝋燭を

点した提灯を持参するようにと言った。そして（ダリオ）と城主であるその息子右近殿は、

新たなキリシタンたちの許で、棺を担う敬虔な行為が習慣となるようにと、この蔑視され

ている賤しい聖の役を自ら引き受けた。」　　（フロイス『日本史』）

★　ミゼルコルディア（慈悲）の組

　「（ダリオは）毎年、いろいろなことの世話にあたる四人に教会の執事を任命し、彼ら

は・・貧者を訪問したり、・・死者の葬式のことで司祭に知らせたり、各地からそこに来た客

たちをもてなしたりした。　　しかし、彼自身もまたこの教会委員の職を帯び、他の委員たち

に率先し、自ら範を垂れて彼らを導いた。」　（フロイス『日本史』）

★　キリシタン時代の教理書にある「慈悲の所作」

　色身（肉体）にある七つの事。

　　一つには、飢えたる者に食を与ゆる事。

　　二つには、渇したる者に物を飲まする事。

　　三つには、肌を隠しかぬる者に衣るいを与ゆる事。

　　四つには、病人を労わり見舞う事。

　　五つには、行脚のものに宿を貸す事。

　　六つには、囚われの人の見を受くる事。

　　七つには、死骸を収むる事是なり。

　　（『ドチリナ・キリシタン』1591年刊）　マタイ２５－３４

★　キリシタン墓地の発見
場所　大阪府高槻市大手町１４９９－２
1998年5月14日　発掘開始

5月15日～22日　N１～N１６の土杭、S１の土杭検出。
5月２６日～2８日　S２～S６の土杭検出、木棺を確認
6月8日S１号木棺に墨書の十字架発見
高槻市大手町１４９１－１
1998年7月27日　発掘開始
8月17日～21日　S９、S１０、S１１号木棺発見。
★　ロザリオの発見　1998年10月9日N8号木棺より複数の木製の珠発見。その
語次第に珠数が増え、最終的には小珠約90個、大珠2個、変形珠3個、またS６号
木棺からも大珠3個、変形珠1個を発見

別表　３　出土人骨一覧表
	墓番号
	性別
	年齢
	推定身長
	埋葬姿勢
	主な出土部位
	備考

	N1号墓
	不明
	幼児
	不明
	不明
	永久歯、乳歯
	　

	N2号墓
	女
	熟年
	１４０ｃｍ程度
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	　

	N3号墓
	不明
	幼児
	不明
	不明
	永久歯、乳歯
	　

	N4号墓
	不明
	幼児
	不明
	不明
	永久歯、乳歯
	　

	N5号墓
	男
	壮年
	１５５ｃｍ程度
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	発掘時左上肢失う

	N6号墓
	不明
	幼児
	不明
	不明
	永久歯、乳歯
	　

	N7号墓
	不明
	幼児
	不明
	不明
	乳歯
	　

	N8号墓
	女
	老年
	145～150ｃｍ
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	ロザリオ右手に装着

	N11号墓
	不明
	幼児
	不明
	不明
	永久歯、乳歯
	　

	N12号墓
	不明
	幼児
	不明
	不明
	乳歯
	　

	N13号墓
	不明
	熟年
	不明
	不明
	大腿骨片、永久歯
	　

	S1号墓
	男
	老年
	155～160ｃｍ
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	蓋に十字架の墨書

	S2号墓
	女
	熟年
	不明
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	　

	S3号墓
	女
	壮年
	１５０ｃｍ程度
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	棺底無く材木留め

	S4号墓
	不明
	幼児
	80～８５ｃｍ
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	足元に木葉痕跡

	S5号墓
	男
	壮年
	155～160ｃｍ
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	　

	S6号墓
	男
	壮年
	１6５ｃｍ程度
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	棺内からロザリオ出土

	S7号墓
	男
	成人
	不明
	不明
	右下肢破片
	廃葉土杭で壊される

	S8号墓
	男
	熟年
	155～160ｃｍ
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	棺底西半は竹棒使用

	S9号墓
	男
	熟年
	１５５ｃｍ程度
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	井戸１に膝下壊される

	S10号墓
	男
	壮年
	１５５ｃｍ程度
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	　

	S11号墓
	女
	壮年
	１５５ｃｍ程度
	伏臥伸展
	ほぼ全身
	　


